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要旨
東海地方には湧水湿地が高密度で分布しており，豊かな生物多様性が保持されている．これらの湿地

にはハナノキ�Acer pycnanthumやシラタマホシクサ�Eriocaulon nudicuspeをはじめ，絶滅が危惧され
る植物が生育している．湧水湿地の植物は，種子散布や被食などを通じて動物と何らかの相互関係を結
んでいる．しかし湿地に生息する動物の情報は，植物に比べると極めて乏しい状況にある．そこで著者
らは，東海地方の湧水湿地においてカメラトラップ調査を行い，湿地を利用する動物相を明らかにする
こととした．この際，多くの鳥類を記録することができたため，その概要を報告する．調査は，2022年
1 月から同年 5 月にかけて実施した．調査期間中，自動撮影カメラ（以下カメラ）を，湧水湿地内の止
水，沢，および周辺の森林の三種類の環境に計17台設置した．カメラの合計稼働日数は1760日で，鳥類
は31分類群が記録された．撮影頻度が高かった種は，シロハラ�Turdus pallidus，キジバト�Streptopelia 
orientalis，ハシボソガラス�Corvus corone，ヒヨドリ�Hypsipetes amaurotis，ゴイサギ�Nycticorax 
nycticoraxであった．名古屋市小幡緑地では，名古屋市版レッドリスト2020に掲載されているフクロウ�
Strix uralensis（EN），ハイタカ�Accipiter nisus（NT），ヤマシギ�Scolopax rusticola（NT）が記録され
た．一方，同市の大高緑地では，夜間に外来生物であるアメリカザリガニ�Procambarus clarkiiを捕食
するゴイサギの行動が撮影された．カメラトラップ調査は主に中・大型哺乳類の調査で利用される手法
であるが，地上や水面を利用する鳥類についても調査努力量を一定とした長期間のデータを得ることが
できる．さらにヤマシギのような，さえずりによる調査が難しい鳥や，直接観察のしづらい夜間の行動
などについて記録できることが利点である．

Seepage�wetlands� are� common� in� the�Tokai� region,� Japan� and� are� known� to� support� rich�
biodiversity� including�many� threatened� plants.� Plants� in� seepage�wetlands� have� ecological�
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序文
湧水湿地とは，湧水によって形成され，泥炭の堆積が

乏しく，貧栄養という特徴をもつ湿地である（植田，
1994；富田，2014）．これらは東海地方や近畿地方など
の丘陵地・台地に集中して分布しており，農村から都市
域まで様々な環境に存在する．東海地方には多くの湧水
湿地が存在し，最新の調査においてその数が1600以上に
のぼることが報告された（湧水湿地研究会，2019）．湧
水湿地の一つ一つは，面積が小さく，1000平方メートル
未満であるものがほとんどである．しかし，微地形の変
化により，多様なハビタットが形成され，小面積ながら
も多種多様な植物が生育している（Saeki，2007）．特に，
東 海 丘 陵 要 素 植 物 群 と 呼 ば れ る ハ ナ ノ キ�Acer 
pycnanthum，シデコブシ�Magnolia stellata，ヒトツバタ
ゴ�Chionanthus retusus，シラタマホシクサ�Eriocaulon 
nudicuspe，ミカワバイケイソウ�Veratrum stamineum�
var.�micranthumなど地域固有または準固有の種が生育
していることは，本地域の湧水湿地の重要な特徴である

（植田，1989；1994）．その一方で，高度経済成長期以降，
開発により急激に数が減少しており，保全の重要性の高
い生態系である（富田，2014）．

湧水湿地の生物相については，これまで植物の研究が
中 心 に 行 わ れ て き た（ 例 え ば， 植 田，1989；1994，
Saeki�2005a；b）．それに比べ，動物の分布と行動に関

する情報は乏しい状況にある．湧水湿地の植物の多く
は，動物に種子散布を依存し，葉や果実は動物から一定
の被食圧を受けている．そのため，湧水湿地に出現する
動物の生息状況を知ることは，湧水湿地内の動植物間の
相互作用を理解し，保全していく上で重要である．湧水
湿地を利用する哺乳類・鳥類については，李・佐伯

（2018）や富田（2021）による研究報告があるが，調査
対象地がまだ限られており，より多様な地域で情報を収
集していくことが求められる．そこで著者らは，湧水湿
地を利用する動物の種類と行動などを明らかにするため
に，愛知県名古屋市および岐阜県東濃地方においてカメ
ラトラップ調査を行った．カメラトラップ調査とは，あ
る地域の哺乳類などの生態に関するデータを収集するた
めに，自動撮影カメラを設置し記録する手法である

（Ganas�and�Lindsell,�2010；Whitfield,�1998）．この手法
は，主に，中・大型哺乳類の調査のために利用されるこ
とが多い．しかし，著者らの研究では様々な鳥類を記録
することができたため，その特徴を報告する．

方法
本研究では，農村景観が広がる岐阜県中津川市から，

都市化が進んだ愛知県名古屋市まで計 5 地点を調査地と
した（図 1 ）．ここでいう景観とは，広い面積にわたる
自然や土地の状況を示す言葉で，多くの場合，森と草地

relationships�with�animals�through�herbivory�and�seed�dispersals,�yet�animal�species�composition�and�
diversity�have�been�poorly�investigated�in�these�areas.�Therefore,�we�conducted�a�camera-trap�survey�
of�seepage�wetlands�in�Nagoya�City�（Aichi�Prefecture）�and�in�Tono�District�（Gifu�Prefecture）�from�
January�to�May,�2022.�Here,�we�report�the�results�on�bird�species�composition�and�diversity�obtained�
from�the�survey.�We�installed�seventeen�automatic�sensor�cameras�at�seepages�and�adjacent�forests�
at� five� study�sites,�which�recorded� thirty-one�bird� taxa.�Turdus pallidus�was�recorded�with� the�
highest�camera-trapping�ratio,�followed�by�Streptopelia orientalis,�Corvus corone,�Hypsipetes amaurotis,�
and�Nycticorax nycticorax.�At�Obata-ryokuchi� in�Nagoya�City,�we�recorded�Strix uralensis,�Accipiter 
nisus,�and�Scolopax rusticola,�which�are� listed�as�EN,�NT,�and�NT� in�Nagoya�City�Red�List�2020,�
respectively.�We�also�recorded�Nycticorax nycticorax�predating�exotic�Procambarus clarkia�at�night�in�
Odaka-ryokuchi,�Nagoya�city.�Camera-trapping�surveys�are�widely�used� for�studies�on�middle�and�
large-size�mammals,�and�are�also�helpful�in�recording�bird�species�in�wetlands.�We�specifically�found�
the�method� efficient� for� observation� of� birds� like� Scolopax rusticola,�which� sing� infrequently.�
Additionally,�camera-trap�surveys�can�easily�record�nocturnal�behavior.
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のような異質な生態系（景観要素）がモザイク状に分布
している空間を指す（日本景観生態学会，2023）．岐阜
県中津川市においては，椛の湖と岩屋堂の 2 地点を選定
した．椛の湖は，ダムが備えつけられている面積約
15.6�haの人造湖であり，湖岸の湿地帯に「坂下のハナノ
キ群生地」と呼ばれるハナノキの自生地がある．本研究
では，本自生地の近隣で，湖からやや離れた場所にある
湧水湿地内において調査を実施した．中津川市千旦林岩
屋堂の調査地は，同じくハナノキの自生地であるが，濃
飛横断自動車道計画により保全の必要性が指摘されてい
る湧水湿地である（佐伯ほか，2014）．岐阜県のもう一
つの調査地は土岐市の五斗蒔である．五斗蒔は，広い面
積に湧水湿地が点在する場所で，ハナノキやシデコブシ
といった希少植物の重要な生育地となっている（Saeki，
2005a；b）．愛知県名古屋市内の調査地は，小幡緑地と
大高緑地とした．小幡緑地は名古屋市守山区および尾張
旭市にある県営の都市公園であり本園，西園，東園，中
央園の 4 つの園からなる緑地である（小幡緑地，2023）．
面積は約76.2�haである．今回は本園と中央園を対象とし
た．大高緑地は，愛知県名古屋市緑区にある愛知県営の
都市公園で，面積は約106.6�haである（大高緑地，2023）．
緑地内には森林や水辺のほか，ゴーカートが走る交通公
園や，ボート，ベビーゴルフ場などの遊戯設備がある．
緑地内には植生管理の行われている湧水湿地があり，シ
ラタマホシクサやトウカイコモウセンゴケ�Drosera 
tokaiensis�subsp.� tokaiensisが保全されている（大主ほ
か，2017）．

本研究では，上記の地点においてカメラトラップ調査
を実施した．カメラトラップ調査とは，赤外線センサー
をそなえた小型のカメラを野外に設置しておき，カメラ
の前を動物が通過すると，自動で撮影が行われる調査で
ある．カメラは，各地点の湧水湿地と周辺の森林に設置
した．湧水湿地は，止水と沢に 1 ～ 2 台ずつカメラを設
置したが，大高緑地については調査対象地域に設置に適
した沢がなかったため，止水に 2 台設置した．止水は，
水が常に溜まっている場所を選択し，沢は，湧水湿地内
に流れる幅50�cmから 1 m程度の沢の部分を選択した．
止水と沢の双方にカメラを設置したのは，湧水湿地内の
微地形の違いにより，動物の出現状況が異なる可能性が
あると考えたためである．カメラ設置地点付近の湿地の

水深は浅く，20�cm未満であったが，調査期間を通じて
水が干上がることはなかった．湿地内の設置地点には，
高木や低木が生育している湿地林や，ほとんど樹木が生
育していない明るい湿地草原など様々な環境を含めるよ
うにした．カメラ設置地点のまわりの景観は，おおよそ
農村景観と都市景観の 2 種に分けられる．農村景観の中
にある椛の湖，岩屋堂，五斗蒔は，森林や農地，ゴルフ
場などに囲まれている．都市景観にある小幡緑地や大高
緑地は，周辺に住宅地や道路が密にある．本研究では，
このような土地利用の違いを網羅するよう，研究対象地
域全体で合計17台のカメラを設置した．

自動撮影カメラは，Browning社製のDark�OPS�PRO�
XD�Model�BTC- 6 PXDおよびSTRIKEFORCE�PRO�XD�
Model�BTC- 5 PXDを使用した． 2 つの機種ともに，ト
リガースピードは0.15秒，画角は55度，検出範囲は約
24�mであり，検出率に大きな違いがないものとして調
査を行った．カメラは地上から約1.5�m�の高さになるよ
う樹木の幹に固定し、樹の根元から 3 m�先の地表を狙っ

図 1 　カメラトラップ調査の実施地点．�
Figure�1.�Study�sites.
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て俯角を統一した。撮影は10秒間のビデオモードによっ
て行い，30秒間のタイムアウト時間を設けた．調査は
2022年 1 月26日から2022年 5 月15日まで行った．撮影
データはパソコンに保存し， 1 ファイルずつ種を同定し
た後，種ごとに撮影回数をカウントした．その後，調査
地点ごとに出現種の総撮影回数とカメラ稼働日数を算出
し，出現種の 1 日あたりの撮影頻度を計算した．

カメラトラップ調査では，まれに一部の個体がカメラ
周辺を徘徊し，短時間に多数の撮影データが集中して撮
影されることがある．これを避けるため，一定時間内に
同じ種が撮影された場合には，そのデータを解析から除
外することが提案されている（O’Brien�et�al.,�2003；
Yasuda,�2004）．本研究では，同じ種が30分以内に連続
で撮影された場合には，その動画をデータから除外する
こととした．また，撮影頻度の算出時に用いた総撮影回
数は， 1 ファイルに同種が複数個体撮影された場合でも
1 回とカウントし，累積個体数は用いなかった．鳥類の
学名は，日本鳥学会（2012）『日本鳥類目録改定第 7 版』
に従った．�

結果
全ての調査地点をあわせ，31分類群の鳥類が記録され

た（表 1 ，付録 1 ）．うち全ての分類群が湧水湿地内で
少なくとも 1 度記録された．高い頻度で撮影された種
は，シロハラ�Turdus pallidus，キジバト�Streptopelia 
orientalis，ハシボソガラス�Corvus corone，ヒヨドリ�
Hypsipetes amaurotis，ゴイサギ�Nycticorax nycticorax
であった．シロハラは代表的な渡り鳥であるが，今回の
調査では幅広く出現し，17台中16台のカメラで撮影され
た．次に撮影頻度が高かったキジバトも 5 つの調査地点
全てで出現した．一方，外来種であるカワラバト�
Columba liviaは，今回の調査では記録されなかった．
三番目に撮影頻度が高かったハシボソガラスは愛知県内
の調査地で多く記録され，椛の湖と岩谷堂では撮影され
なかった．四番目のヒヨドリは小幡緑地で多く撮影され
た．また岩屋堂の湿地（止水）と大高緑地の湿地（止水）
でも撮影された．

保全上，注目すべき種も撮影することができた．小幡
緑地では，フクロウ�Strix uralensis（名古屋市版レッド
リスト2020（名古屋市，2020）において絶滅危惧ⅠＢ類

（EN）），愛知県レッドリスト2020（愛知県，2020）にお
いて準絶滅危惧種（NT）），ハイタカ�Accipiter nisus（国
のレッドリスト2020（環境省，2020）および名古屋市版
レッドリスト2020において準絶滅危惧種（NT）），ヤマ
シギ�Scolopax rusticola（愛知県レッドリスト2020およ
び名古屋市版レッドリスト2020において準絶滅危惧種

（NT））が撮影された．岩屋堂と五斗蒔ではトラツグミ�
Zoothera aurea（岐阜県レッドデータブック改訂版（岐
阜県，2010））において情報不足（DD））が撮影された．
五斗蒔ではさらにヤマドリ�Syrmaticus soemmerringii

（岐阜県レッドデータブック改訂版において準絶滅危惧
種（NT））が撮影された．これらの撮影動画を付録 1 に
示す．

考察
鳥類は，樹上で生活し，空中を飛翔するため，カメラ

トラップ調査では確認のしづらい生き物である．しかし
今回の調査では，湧水湿地や周辺森林内の地表を利用す
る鳥類の姿を多く記録することができた．最も多く撮影
された鳥はシロハラで，キジバト，ハシボソガラス，ヒ
ヨドリ，ゴイサギがこれに続いた．また，保全上注目す
べき種であるトラツグミ，ヤマシギ，ハイタカ，ヤマド
リ，フクロウなども撮影された．湿地内は地下水位が高
かったり，植生管理が定期的に行われていたりして，木
本植物の密度がゼロまたは非常に小さい箇所があった．
こうした場所は，自動撮影カメラも動く動物をとらえや
すく，体サイズの小さな鳥類も比較的多く記録できたと
考えられる．また，ラインセンサスなど調査員を伴う方
法と異なり，人の気配のない場所での鳥類の行動を間近
で記録できるのが特徴である．例えばシロハラは，地表
に生息するミミズなどの土壌動物を採餌する姿が記録で
きたが，近くに人がいる場合には観察が難しいと考えら
れる．さらに，イエネコ�Felis catusやアライグマ�Procyon 
lotorといった，鳥類を捕食しうる地上生哺乳類の行動
記録も同時にとることができるため，それらの影響を検
討する上で有効である．大高緑地では，夜間にゴイサギ
が湿地内で外来種であるアメリカザリガニ�Procambarus 
clarkiiを捕食する行動を観察できた（付録 1 ）．またヤ
マシギはあまり鳴かないため，目視や音声による行動観
察の難しい鳥であるが，潜在的な生息域にカメラを設置
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することで，ハビタットの利用頻度や行動を記録するこ
とが可能と考えられた．フクロウやハイタカについて
は，撮影頻度が低く，たまたま撮影できたという側面は
否めないが，生息情報のある地点の水辺や餌場を中心に
してカメラを設置することで，地表の利用頻度などの情
報をある程度取得することができると思われる．小幡緑
地と大高緑地では，2019-2020年度に野鳥生息状況調査
が実施されている（名古屋市，2023）．本研究で記録さ
れた種のほとんどは，この生息状況調査でも記録されて
いるが，小幡緑地では，ヤマシギ，フクロウの記録はみ
られなかった．

本研究では，岐阜県中津川市椛の湖から愛知県名古屋
市大高緑地まで湿地周辺の土地利用が大きく異なる地点
を調査対象とした．このような都市化傾度をもつ地域で
は，哺乳類の場合，明瞭な種組成の違いがあることが報
告 さ れ て い る（Saito�and�Koike，2013； 岩 澤 ほ か，
2021）．本研究においても，岐阜県と愛知県のカメラ設
置地点において記録された種の組成に違いがあることが
示された．例えば，ハシボソガラス，ヒヨドリ，ゴイサ
ギ，アオサギ�Ardea cinereaなどは都市化の進んだ愛知
県名古屋市内の調査地で多く撮影され，ヤマドリやアト
リ�Fringilla montifringillaは岐阜県内の調査地のみで出
現した（表 1 ）．このようなパターンは，一般に，その
地域に生息する鳥類相をある程度反映したものと推測さ
れるが，生息していても地表面を利用しないために記録
されない可能性も理論的には考えられる．正確に因果関
係を理解するには，ラインセンサス調査などにより，樹
上や上空の鳥類のデータもあわせて評価していくことが
肝要である．

李・佐伯（2018）は，本調査地の一つである岩屋堂の
湿地内において，短期間（のべ192トラップナイト）の
カメラトラップ調査を実施し，シロハラ，キジバト，ト
ラツグミ，ヤマガラ�Parus variusの 4 種を報告した．こ
れらは今回の調査でも記録されており，岩屋堂の湧水湿
地を恒常的に利用する鳥類であると推測される．また富
田（2021）は，岐阜県および愛知県内の 7 地点の湧水湿
地でのべ4602�トラップナイトのカメラトラップ調査を
実施し，19種の鳥類を報告した．うち本報告での出現種
と共通したものは12種（約63%）であった．両者の違い
は，調査地点の環境や調査季節，カメラの設置方法の違

いによると考えられるが，湧水湿地を利用する鳥類相は
まだ完全に把握できておらず，今後の調査によってさら
に検証を重ねていくことがのぞまれる．

一般に，鳥類相の把握にはラインセンサスや音声レ
コーディングによる調査が利用されている．しかし，目
的に応じてカメラトラップ調査を活用し，補足的なデー
タを取得していくことが可能である．例えば，大高緑地
では鳥類とともに，イエネコやイタチ類�Mustela�sp.，
ハクビシン�Paguma larvataなどが撮影されることも多
かった（徐・佐伯　未発表データ）．こうした種が優占
することで，湿地を採餌や採水のために訪れる鳥類にど
のような影響があるのかについては不明な点が多い．小
幡緑地では，アライグマの生息が確認されており（小
野・野呂,�2018），湿地を利用する鳥類への影響が危惧さ
れる．カメラトラップ調査で得られたデータを活用する
ことで，こうした生物多様性上の課題について多面的に
情報を取得し，保全や管理に活かしていくことが期待さ
れる．
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調査に協力をくださった石原則義様（愛知守山自然の
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緑地管理事務所），中津川市岩屋堂の湿地の所有者のみ
なさま，鳥類の同定にアドバイスをくださった大畑孝二
様（日本野鳥の会），研究にご助言をいただいたみなさ
まに，心から感謝申し上げます．本研究は旭硝子財団
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